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いろんなお店で扱っているポイントカード、あなたはどうして

いますか？今回はマルボラの皆さんにポイントカードをどう活

用しているか話してもらいました。 

 

数年前に本紙でポイントの使い方などを紹介した

ことがありますが、その後もポイントカードが増え

続け、新しい店に行くたび財布がパンパンに膨ら

んできて格好が悪く、財布を新調しようと考えたと

きも「カードがいっぱい入るもの」を探していました。 

最近はカードが共通で使えるようになってきているので、いろ

んなカードを出さなくても良いのですが、カード系列店で買い

物をする機会も増えています。 

財布が厚くなりすぎるので、出かける前にカードを入れ替えた

りして面倒くさいのですが、それでも忘れたりすると、買い物

自体をやめたりしています。カード持っていないと無駄な買い

物をしなくて良いのかなど考えると、いっそのこと持ち歩くのを

やめた方が良いのか…日々葛藤しています。最近では必需

品に関わるカードのみ普段持ち歩くようにしています。それで

も「持って来ておけばよかった～…！」と思うことがよくあるの

で、完全には断捨離出来ておらず、企業の戦略にまんまと乗

せられてしまう意志の弱さを痛感しています。 

 

今回のテーマ「ポイントカード」主婦の私も大好き

です。特に異業種間で貯められて使用可能な共

通ポイントは、とても奥が深いです。 

付与ポイントは 0.５〜数パーセントだったりするわ

けでお買い物だけではなかなか貯まりません。私はレストラン

やホテル、美容院を Web 予約したり、公共料金を電子マネー

で払う、オンラインショッピングでは、ポイント○倍となっている

店舗や期間を選んだりと、楽しみながら工夫もしています。マ

イバッグ持参やアンケートや口コミを書くのもポイントにつなが

ることもあります。また思いがけなくお得なポイントやクーポン

が送られてくれば（それらはたいてい期限付きなので）直近で

必要なものはなかったかな？と頭を悩ます、、（つまり衝動買

いには使わない！） 

多くのサービスに散らばった少量

のポイントを現存のポイント交換サ

ービスを使っておまとめできる「ポ

イ探」なるサイトもあるようです。 

主婦ならではの発想とマメさで「相

手の囲い込み戦略に踊らされず、

最大限賢く使ってやる〜」と思っ

ています（笑）。 

初めてクレジットカードを持った頃は、カードを使

ってもらえるポイントの使いみちは「景品」との交

換でしたので欲しくもないものに交換した記憶が

あります。 

最近は良く行くスーパーのカードではポイントを買い物の時

に使ったり、電子マネーに変更したりと上手に使うようになりま

した。通販サイトのカードは使用回数によってランクが上がり、

そのサイトでの買い物につくポイントが通常より多くなり、貯ま

ったポイントは購入時の支払いに使います。ポイントが無駄に

ならないカードを使うようにしています。もちろん、年会費は基

本無料で、買い物する日はポイント○倍デー！！ 

ポイントカードといえば、お店でもらえるハンコを押すタイプの

カードも！「作りますか？」と言われるとすぐに作ってしまいま

す。でも、次にお店に行ったときにも新しいのをもらってきて

いつの間にか同じお店のカードが何枚も・・・。かと言って、全

部持ち歩くと大変な量に！「△△個たまると○○がもらえる」と

いう、言葉に惹かれてまた今日もどこかでもらってくるのかな。 

 

では、ここでポイントカードをあまり活用されてない方のつぶ

やきも聞いてみましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いかがでしたか。少しは参考になりましたか？ 

最近はスマホのアプリがポイントカード代わりに

なるものもあるようです。アプリを立ち上げてレ

ジの読取り部にスマホをタッチすればよいもの

（おサイフケータイ機能付きに限る）や画面にバーコードを表

示させてレジで読み取ってもらうものがあります。また複数の

カードをひとつのアプリで管理できるものもあります。カードを

何枚も持ち歩かなくて済みますし、ポイントの期限切れが近い

ものをお知らせしてくれる機能があるので、うっかりポイントを

失うこともなくなるでしょう。 
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変化の激しい PCやエンドユーザー端末の世界で 10年前を振り返ってみると Windows OSは Vistaで Office 

2007が出た頃でした。同じ頃にアップルから iPhoneが登場しています。その後の Windows OSを見ると 7, 8, 

8.1, 10と変遷していて Vistaのサポートも 10年が経過したということで終了したばかり。生鮮食品ではありませんが賞味

期限（使用期限かな）が 10年ということなのかもしれません。PCもモーターが徐々に排除され（FDD,HDD,光学ドライブ、

冷却ファン）iPhone,iPadスマホのようにケース、電池、半導体とそれを動かすソフトウェアだけになりつつあります。 

この分野でのこれからの 10年でどんなことや新しいものが出てくるのでしょう。              -Y.K- 

 

 

 

 

 

“新しもの好き”のせいで衝動買いをした iPad2を実は内心持て余していました。購入はしたものの、日々

のデジタル生活はもっぱら机上のデスクトップ PCで間に合っていたからです。今はリタイアして朝夕の「通

勤」はなく、せっかくの「モバイル端末」も出番がありません。タッチパネルを活かした囲碁ソフトで遊ん

でいるうちにいつしか『旧型』になってしまいました。 

そんな折、「離れて暮らす親を見守る電気ポット」という古い記事を思い出しました。電気ポットの「給湯ボタン」を押す

とあらかじめ登録したアドレスにメールが送られるというものです。早速 iPad2 に「LINE」アプリをインストールして、

息子・娘たちのスマホと iPad2だけのグループを作りました。宅内 WiFiにつなぎ、電源をセットして固定電話の横に並べ

て完了です。スマホと違って大きな画面なので文字入力も容易、写真やスタンプの組み込みにも慣れました。面倒な時は

トークを発信しなくても画面を開けばそれだけで、「既読」がカウントされこちらの「無事」を伝えることができます。 

何よりも離れて暮らす子どもたちと頻繁に情報交換ができるようになりました。               m.g 

 

日 時：毎週木曜日と土曜日の 10時～12時 
定 員：木曜日10名、土曜日４名(４回まで) 

手ほどきは、希望する内容を受講希望者のレベルに合わ

せてマルボラが個別レッスンを行います。 

また２～３名のグループレッスンも可能です。 
＊５回以上の受講希望者は、希望受講日の前日に電話申し込みをしてくだ

さい。定員に余裕がある場合は対応いたします。 

 

≪申し込みは電話で、情報プラザへ≫ 

：０４６-２２０-２７１１ 

 

 

 

講 座 日 程 

 １０月 １１月 １２月 

文書作成 
（応用） 

(表の活用) 

７日 
(年賀状) 

４日 
(年賀状) 

２日 

パソコンの基礎 14日 11日 ９日 

インターネット 21日 18日 16日 

表 計 算 
(現金出納帳) 

28日 
(基礎) 

25日 
(予定表) 

23日 

＊ 12月 28日～１月４日は年末年始のためマルボラ活動（講座、手ほ

どき）はお休みです。 

。 

 

 

日 時：毎週土曜日の10時～12時 
定 員：16名  (何回でも受講できます) 

これからパソコンを始めようと考えている方が、基礎的

な操作方法を学ぶための講座です。 

 

 

パソコンの手ほどき 

質問・相談コーナー 

日 時：毎週土曜日の10時～12時 

予約は不要です。質問・相談など（15分程度） 

がある場合には、直接おいでください。 

 

マルボラからのご案内 

「土曜のパソコン講座」と「パソコンの手ほどき」は、開催月の前月 1日から電話で受け付けています。 

 
電話予約の時に「マルボラのパソコン講座」、「マルボラの手ほど

き」とお伝えください。一回ごとのお申し込みとなります。 

申込後のキャンセルは、早めに連絡をしてください。 

 

マルボラの講座や手ほどきはすべて無料です。 

場所は、情報プラザです。 

 

 

 

木曜の実習教室（連続基礎講座）  

日 時：木曜日の10時～12時（年間計7回実施） 
定 員：６名  (開講日に連続して出席できる方) 

市販のテキスト（受講者は最寄りの書店でテキストを購

入していただきます）を使用して、ワードやエクセルの

基礎をしっかり学びます。 

＊内容と申し込み受付開始日は、ポスター等でお知らせ・開講初日の3週

間前を予定しています。 

 

日 程： 「年賀状」11月 23日より（３週連続） 


